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七・八
号
館

六・
七・八
号
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教
育
研
究
棟

教
育
研
究
棟
）が
完
成
完
成

　

木
犀
の
香
り
が
漂
う
。
何

度
か
、
極
暑
の
記
録
を
塗
り

替
え
た
、
今
年
の
夏
。
や
が

て
木
枯
ら
し
が
吹
き
始
め

る
。「
笛
の
音
を
」（
源
氏
物

語
・
箒
木
）聴
く
が
如
く
、
心

を
澄
ま
す
の
も
よ
い
。
生
き

と
し
生
け
る
も
の
の
、
物
言

わ
ざ
る
者
の
変
化
は
、
紅
葉

の
深
ま
り
に
も
確
実
に
現
れ

る
▼
今
年
の
大
学
祭
。
両
学

舎
の
統
一
テ
ー
マ
を
、「
結

む
す
び
」

と
い
う
。
意
味
深
く
、
重
い

言
葉
で
あ
る
。「
結
果
」「
結

実
」「
結
集
」「
結
縁
」「
結
晶
」

等
。
用
例
か
ら
も
推
測
で
き

る
よ
う
に
、
力
を
合
わ
せ
て

物
事
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
す

る
姿
勢
が
あ
り
、
ま
た
最
後

の
「
し
め
く
く
り
」
の
意
味

が
あ
る
▼
来
年
四
月
か
ら
皇

學
館
大
学
は
、
伊
勢
キ
ャ
ン

パ
ス
に
統
合
さ
れ
る
。
新
一

号
館
の
白
亜
の
殿
堂
は
、
一

段
と
輝
き
を
増
す
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
十
三
年
間
に
培
わ

れ
た
名
張
市
民
と
名
張
学
舎

と
の
交
流
の
成
果
と
信
頼
の

絆
は
、
も
ち
ろ
ん
大
切
に
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼
十

月
三
日
㈰
に
、
学
生
を
中
心

と
し
た
「
リ
ー
ダ
ー
ズ
研
修

会
」
が
伊
勢
学
舎
倉
陵
会
館

で
行
わ
れ
た
。「
学
舎
間
の
交

流
を
通
し
て
今
後
の
活
動
を

考
え
る
」
と
い
う
も
の
。
主

に
、
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
の

活
動
を
念
頭
に
置
い
た
も
の

だ
が
、そ
の
潮
流
の
相
乗
が
、

学
園
の
将
来
を
、
さ
ら
に
飛

躍
さ
せ
て
く
れ
る
の
を
信
じ

た
い
。 倉

田
山

創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

六・
七・八
号
館（
教
育
研
究
棟
）が
完
成

　

本
学
の
創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
二
十
一
年
二

月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
六
・
七
・
八
号
館
（
教
育
研
究
棟
）
が
完
成
し
た
。
講
義
棟

二
棟
、
実
験
・
実
習
棟
一
棟
が
連
な
る
、
延
床
面
積
約
二
六
二
〇
坪
を
誇
る
施
設
だ
。
再
興

時
に
最
初
に
建
て
ら
れ
た
旧
一
号
館
の
精
神
的
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割
を
継
承
し
つ
つ
、

新
し
い
時
代
に
お
け
る
皇
學
館
教
育
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

八
月
二
十
七
日
、
澄
み
渡

る
青
空
の
も
と
、
真
新
し
い

八
号
館（
教
育
研
究
棟
）五
階

の
音
楽
室
に
て
竣
功
祭
が
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
た
。
佐
古

理
事
長
や
伴
学
長
な
ど
本
学

関
係
者
を
は
じ
め
、
設
計
・

施
工
を
担
当
し
た
日
本
設

計
、
大
成
建
設
各
社
の
代
表

者
、
ま
た
学
生
を
代
表
し
て

神
道
学
科
の
学
生
な
ど
が
出

席
。
厳
か
な
雰
囲
気
の
な

か
、
無
事
に
完
成
し
た
こ
と

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
奉
告

す
る
と
と
も
に
今
後
の
ご
加

護
を
祈
願
し
た
。
ま
た
式
中

で
は
雅
楽
部
に
よ
っ
て
「
浦

安
の
舞
」
が
奉
納
さ
れ
た
。

　

終
了
後
は
出
席
者
に
館
内

の
案
内
が
行
わ
れ
、
出
席
者

は
興
味
深
そ
う
に
各
教
室
や

設
備
を
見
て
回
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
二
階
の
図
画
工
作

〇
坪
）
で
、
外
観
の
色
彩
は

先
に
完
成
し
た
総
合
体
育
館

と
同
じ
く
「
白
」
を
基
調
と

し
て
統
一
感
を
持
た
せ
て
い

る
。

室
、
教
員
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
教
え
ら
れ
る
ピ
ア
ノ
指
導

室
が
三
室
と
充
実
の
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　

各
棟
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

も
対
応
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や

多
目
的
ト
イ
レ
、
教
室
に
は

車
椅
子
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
日
射
の

影
響
を
抑
え
る
高
性
能
ガ
ラ

ス
や
庇
の
役
割
を
果
た
す
格

子
状
の
構
造
フ
レ
ー
ム
を
採

用
す
る
な
ど
環
境
に
も
配
慮

し
た
。
来
年
十
月
の
完
成
が

見
込
ま
れ
て
い
る
新
研
究
棟

と
も
渡
り
廊
下
で
結
ば
れ
る

な
ど
、
教
学
の
場
と
し
て
一

層
設
備
を
拡
充
さ
せ
て
い
く

予
定
だ
。

完
成
へ
の
感
謝
の
念
を
ご
奉
告

完
成
へ
の
感
謝
の
念
を
ご
奉
告  

窓
か
ら
樹
齢
五
十
年
の

窓
か
ら
樹
齢
五
十
年
の

  

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
一
望

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
一
望

　

六
・
七
・
八
号
館
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
五
階

建
て
お
よ
び
三
階
建
て
。
全

体
の
延
床
面
積
は
約
八
六
六

四
平
方
メ
ー
ト
ル
（
二
六
二

教
育
研
究
の
設
備
が
充
実

教
育
研
究
の
設
備
が
充
実

　

六
号
館
は
一
階
に
学
生
ラ

ウ
ン
ジ
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
、
二
階
に
は
三
〇
〇
人
教

室
と
一
二
〇
人
教
室
、
三
階

に
は
六
十
台
の
パ
ソ
コ
ン
を

設
置
し
た
情
報
処
理
教
室
を

設
け
、
新
一
号
館
お
よ
び
来

年
十
月
に
完
成
す
る
研
究
棟

に
お
け
る
学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
拠

点
と
な
る
。
ラ
ウ
ン
ジ
を
設

け
た
の
は
学
生
同
士
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
ら
に

活
発
に
な
る
よ
う
と
の
配
慮

か
ら
だ
。
ま
た
、
三
階
へ
と

続
く
階
段
は
吹
き
抜
け
構
造

と
な
っ
て
お
り
、
開
放
感
も

抜
群
。
ゆ
と
り
あ
る
空
間
の

中
で
の
び
の
び
と
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
満
喫
で
き
る
設

計
と
な
っ
て
い
る
。

　

七
号
館
は
一
二
〇
人
・
一

〇
〇
人
・
五
十
人
教
室
を
あ

わ
せ
計
十
三
の
普
通
教
室
を

配
置
。
す
べ
て
の
教
室
に
映

像
・
放
送
設
備
が
完
備
さ
れ
、

学
生
が
よ
り
理
解
で
き
る
よ

う
視
覚
化
、
イ
メ
ー
ジ
化
さ

れ
た
授
業
を
展
開
す
る
予
定

だ
。

　

八
号
館
は
お
も
に
教
育
学

部
の
実
験
・
実
習
棟
と
し
て

使
用
さ
れ
る
。
年
々
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
教
員
採
用
試
験

の
動
向
を
見
据
え
、
図
画
工

作
室
や
被
服
室
、
保
育
実
習

室
、
心
理
学
教
室
な
ど
専
用

の
教
室
を
設
置
。
五
階
に
は

電
子
ピ
ア
ノ
五
十
台
と
最
新

の
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
を
備
え

た
音
楽
教
室
の
ほ
か
、
防
音

と
空
調
設
備
が
整
っ
て
い
る

ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
室
が
十
八

室
に
て
直
会
が
行
わ
れ
、
会

場
内
は
奉
祝
の
ム
ー
ド
に
包

ま
れ
た
。

　

建
設
の
順
か
ら
講
義
棟
は

そ
れ
ぞ
れ
六
号
館
、七
号
館
、

実
験
・
実
習
棟
は
八
号
館
と

呼
ば
れ
、
本
学
再
興
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
っ
た
旧
一
号
館
の

精
神
的
役
割
を
受
け
継
ぐ
建

物
で
も
あ
る
。
既
存
の
一
号

館
は
熱
意
あ
ふ
れ
る
講
義
の

中
で
建
学
の
精
神
を
護
り
伝

え
て
き
た
思
い
出
深
い
学
び

舎
だ
け
に
惜
し
む
声
も
多
か

っ
た
が
、
約
五
十
年
の
歳
月

を
経
て
老
朽
化
が
進
み
耐
震

上
の
危
険
も
指
摘
さ
れ
た
こ

と
か
ら
取
り
壊
し
が
決
定
。

来
年
の
十
二
月
に
工
事
が
行

わ
れ
る
予
定
だ
。
し
か
し
、

建
物
は
な
く
な
っ
て
も
、六
・

七
・
八
号
館
の
渡
り
廊
下
の

窓
か
ら
は
幾
代
の
諸
先
輩
方

が
眺
め
た
で
あ
ろ
う
樹
齢
五

十
年
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
一

望
で
き
、
当
時
の
面
影
を
伝

え
て
い
る
。

6 号館 講義棟
総面積
設備 1Ｆ

2Ｆ
3Ｆ

7 号館 講義棟
総面積
設備 1Ｆ

2Ｆ
3Ｆ
4Ｆ
5Ｆ
各階

8 号館 実験・実習棟
総面積
設備 1Ｆ

2Ｆ

3Ｆ

4Ｆ

5Ｆ

各階

●今号の注目記事
1 面

6・7・8号館（教育研究棟）が完成
2 面
学生インタビュー
日本文化の担い手に
3 面
第42回解釈学会全国大会を開催
4・5 面　 学生責任編集ページ

名作『潮騒』の舞台・神島を歩く
6 面　 高校・中学

姉妹校提携を更新（高校）
7 面
館友会全国大会を開催
8 面
英国短期留学体験記

●連載
2 面
皇學館人物列伝⑨ 伊藤正雄
3 面
リレーエッセイ　私の学生時代
大島信生（国文学科教授）
7 面
先輩、お元気ですか
山中てる子氏
（国史学科第 2期・昭和42年卒）

神
風
の

伊
勢
の
浜
荻

折
り
伏
せ
て

旅
寝
や
す
ら
む

荒
き
浜
辺
に

万
葉
集
読
人
不
知

伊勢学舎　
法人本部・大学院・専攻科・文学部・
教育学部・現代日本社会学部　　　

名張学舎 ［大学院・社会福祉学部］

高等学校・中学校
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日本文化本文化の担い手にに

い
と
う
ま
さ
お
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国
文
学
者
、文
学
史
研
究
に
尽
力伊
藤
正
雄　

い
と
う
ま
さ
お

　

伊
藤
正
雄
は
明
治
三
十
五
年
大
阪
市
に

弁
護
士
山
口
房
五
郎
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
た
が
、
生
後
直
ち
に
同
じ
く
弁
護
士
で

あ
っ
た
伊
藤
徳
三
の
養
子
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
伊
藤
博
文
の
幕
下
で
代
議
士
と
な

っ
た
養
父
に
従
っ
て
、
東
京
・
麻
布
中
学

に
学
ぶ
も
、
養
父
の
引
退
に
伴
っ
て
大
正

七
年
に
大
阪
・
北
野
中
学
へ
転
校
す
る
。

こ
の
こ
ろ
、
北
野
中
学
に
は
三
重
県
・
第

四
中
学（
現
宇
治
山
田
高
校
）か
ら
転
入
学

し
た
梶
井
基
次
郎
が
い
た
が
、
交
渉
に
つ

い
て
は
未
詳
。
伊
藤
に
は
北
野
中
学
が
官

僚
的
で
良
い
印
象
の
学
校
で
は
な
か
っ
た

と
自
作
の
年
譜
に
記
し
て
い
る
。卒
業
後
、

三
高
文
科
甲
類
へ
進
学
。

　

大
正
十
三
年
三
高
を
卒
業
し
、
東
京
帝

国
大
学
の
国
文
学
科
へ
入
学
し
た
。
関
東

大
震
災
の
翌
年
で
も
あ
り
、
東
京
帝
大
文

学
部
の
研
究
室
が
ほ
ぼ
壊
滅
し
て
い
た
影

響
も
あ
っ
て
、
同
級
の
多
く
は
京
都
帝
大

へ
入
学
し
、
こ
の
年
の
東
京
帝
大
国
文
学

科
入
学
者
は
伊
藤
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
帝

大
で
最
も
影
響
を
受
け
た
の
は
俳
諧
史
を

講
じ
て
い
た
沼ぬ

波な
み

瓊け
い

音お
ん

で
あ
っ
た
。
卒
業

論
文
は「
丈
草
の
研
究
」。卒
業
と
同
時
に
、

上
田
萬
年
・
藤
村
作
の
推
挙
に
よ
り
神
宮

皇
學
館
に
講
師
と
し
て
赴
任
。昭
和
二
年
、

伊
藤
が
二
十
六
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
。
翌

年
教
授
と
な
る
。
沼
波
は
自
身
の
研
究
の

集
大
成
を
伊
藤
に
託
す
つ
も
り
で
あ
っ
た

ら
し
い
が
、
伊
勢
へ
の
赴
任
が
決
ま
っ
て

極
め
て
落
胆
し
た
と
い
う
。

　

皇
學
館
で
は
国
文
学
史
、
俳
諧
、
近
世

文
学
等
を
担
当
し
た
。
伊
勢
着
任
後
、
俳

祖
・
荒
木
田
守
武
に
つ
い
て
も
研
究
を
進

め
る
。
同
僚
に
は
千
田
憲
・
酒
井
秀
夫
ら

が
い
た
。
伊
勢
で
は
河
崎
に
住
み
、学
生
・

同
僚
の
往
来
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
昭

和
二
十
年
の
空
襲
で
家
屋
・
蔵
書
を
焼
失

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

伊
藤
の
名
を
学
界
に
知
ら
し
め
た
の
は

昭
和
十
七
年
の
『
小
林
一
茶
』（
三
省
堂
）

で
、
そ
の
刊
行
は
頴
原
退
蔵
の
勧
め
に
よ

る
。
ま
た
、
文
学
史
の
構
築
に
も
力
を
尽

く
し
、
後
年『
要
説
日
本
文
学
史
』や『
忘

れ
得
ぬ
国
文
学
者
た
ち
』を
著
し
て
い
る
。

後
者
に
は
皇
學
館
ゆ
か
り
の
人
物
も
多
く

登
場
す
る
。
昭
和
二
十
五
年
以
降
は
福
沢

諭
吉
を
中
心
と
す
る
評
論
文
学
の
研
究
に

軸
足
を
移
し
た
。
こ
れ
は
、
先
の
空
襲
で

研
究
資
料
を
失
っ
た
た
め
の
方
向
転
換
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

皇
學
館
廃
学
後
は
甲
南
大
学
・
天
理
大

学
・
神
戸
女
子
大
学
な
ど
で
教
授
を
務
め

た
。
昭
和
五
十
三
年
逝
去
。
戒
名
は
生
前

自
ら
「
不
文
院
守
拙
独
住
居
士
」
と
し
た

が
、
教
え
子
の
足
立
巻
一
が
姓
名
判
断
家

に
見
せ
た
と
こ
ろ
「
地
獄
行
き
」
と
の
こ

と
で
、「
普
文
院
守
節
独
住
居
士
」
に
改
め

た
と
い
う
逸
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

 

文
学
部
准
教
授　

齋
藤　

平

　

少
子
化
が
進
み
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
い
今
、
一
地
方
に
あ
っ

て
優
秀
な
学
生
を
確
保
す
る
に
は
他

大
学
に
は
な
い
魅
力
、
特
徴
を
持
つ

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
本
学
の
特
色
は
神
道
を
根
幹

と
す
る
建
学
の
精
神
、
ま
も
な
く
創

立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
を

迎
え
よ
う
と
い
う
長
き
伝
統
に
あ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
再
興
以
来
採
用
し
て
い
る
指

導
教
員
制
の
賜
物
か
学
生
と
教
職
員

と
の
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
、
礼

儀
正
し
い
校
風
は
ほ
か
に
な
い
も
の

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
先

人
が
培
っ
て
き
た
古
き
良
き
伝
統
を

護
り
つ
つ
現
代
の
学
生
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
環
境
を
整
え
、
優
秀
な
人
材

を
確
保
、
育
成
、
輩
出
し
て
い
く
こ

と
が
大
き
な
責
務
と
考
え
ま
す
。
神

職
と
し
て
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、

み
な
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
仰

ぎ
な
が
ら
職
務
を
全
う
し
て
い
く
決

意
で
す
。

就
任
の
ご
挨
拶　
　
新
常
務
理
事　

井　

面　
　

護

　

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

前
期
課
程
の
鳥
居
千
恵
（
雅

号
・
桂け

い

祥し
ょ
う

）
さ
ん
は
今
夏
、

学
生
書
道
の
グ
ラ
ン
プ
リ

「
第
十
五
回
全
日
本
高
校
・
大

学
生
書
道
展
」（
読
売
新
聞

社
、
公
益
法
人
日
本
書
芸
院

主
催
）
の
漢
字
部
門
「
楷
書

体
」
に
て
最
高
賞
に
あ
た
る

大
賞
、「
調
和
体
」
に
て
優
秀

賞
を
受
賞
す
る
快
挙
を
成
し

遂
げ
た
。

　

大
賞
の
作
品
は
、中
国
・
北

魏
の
顕
彰
碑
で
六
朝
楷
書
の

代
表
的
書
跡「
張ち

ょ
う

猛も
う

龍り
ょ
う

碑ひ

」の

一
文
を
題
材
に
制
作
し
た
も

の
だ
。
鳥
居
さ
ん
の
作
風
は

線
の
強
さ
が
特
徴
。
今
回
の

受
賞
作
は
、
字じ

面づ
ら

の
良
さ
・

墨
量
の
変
化
な
ど
に
独
自
の

ア
レ
ン
ジ
を
施
し
、
何
度
も

調
整
し
な
が
ら
一
カ
月
半
か

け
て
仕
上
げ
た
と
い
う
。

　

鳥
居
さ
ん
が
書
道
を
始
め

た
の
は
小
学
校
の
と
き
。
大

学
の
恩
師
・
上か

み

小こ

倉く
ら

一
志
国

文
学
科
准
教
授
（
雅
号
・
積せ

つ

山ざ
ん

）
の
影
響
で
楷
書
体
の
北

魏
様
式
に
出
合
い
、
野
趣
あ

ふ
れ
る
力
強
い
書
体
の
虜
に

な
っ
た
。「
楷
書
体（
北
魏
様

式
）は
、自
分
を
表
現
で
き
る

大
き
な
存
在
」
と
語
る
が
、

「
今
後
は
多
く
の
書
体
に
挑

戦
し
、
幅
広
い
作
品
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
」
と
鳥
居

さ
ん
。
な
お
同
展
に
は
六
回

連
続
の
応
募
。
大
学
時
代
の

四
年
間
は
優
秀
賞
、
昨
年
は

展
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。

日本文化の担い手に
書道グランプリで大賞受賞 鳥居千恵さん
裏千家ハワイセミナーに参加 谷崎　恵さん

経
費
多
端
の
中
に
も
関
わ
ら

ず
、
本
学
の
た
め
に
特
別
の

ご
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
卒

業
生
の
お
宮
で
自
社
の
運
営

さ
え
も
困
難
な
中
か
ら
、
母

館
の
発
展
を
祈
念
し
て
寄
附

し
て
下
さ
っ
た
浄
財
も
あ
り

ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
て
活

用
さ
せ
て
頂
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
世
に
言
う
「
少
欲
知

足
」、
す
な
わ
ち
足
り
て
い

る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
再
興
当
初

の
厳
し
い
経
営
内
容
を
見
聞

し
て
き
た
私
に
は
、
現
状
は

夢
の
よ
う
で
す
。
感
謝
の
念

を
も
っ
て
、
平
常
業
務
の
中

で
も
経
費
節
減
の
工
夫
が
必

要
で
す
。

　

幸
い
に
も
各
界
の
絶
大
な

ご
支
援
を
得
て
、
目
標
額
を

遙
か
に
上
回
る
浄
財
を
寄
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
平
成
二
十
二
年
に
は

新
一
号
館
と
し
て
、
教
室
棟

や
実
験
実
習
棟
が
完
成
し
、

後
は
研
究
棟
の
建
設
を
残
す

の
み
と
な
り
、
教
育
・
研
究

上
の
環
境
整
備
も
整
っ
て
き

ま
し
た
。

　

丁
度
こ
の
時
期
に
私
の
任

期
が
満
了
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
任
務
を
終
え
て
退
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各

界
か
ら
の
絶
大
な
ご
支
援
に

は
深
く
感
謝
し
、
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
方
々
に
篤
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
陰
な
が

ら
本
学
園
の
益
々
の
発
展
と

教
育
・
研
究
上
の
更
な
る
充

実
、
特
に
精
神
教
育
に
よ
る

本
学
の
使
命
の
達
成
さ
れ
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
六
年
七
月
理
事
会

の
あ
と
、
来
る
平
成
二
十
四

年
に
は
創
立
一
三
〇
周
年
・

本
学
再
興
五
十
周
年
の
節
目

の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

学
園
の
諸
施
設
の
整
備
、
増

設
、
拡
充
を
図
り
、
教
育
研

究
の
発
展
と
充
実
を
は
か
る

た
め
の
記
念
事
業
が
計
画
さ

れ
、
記
念
事
業
推
進
委
員
会

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
総
額

三
十
億
円
を
掛
け
て
の
大
事

業
と
な
り
ま
す
の
で
、
学
園

内
外
か
ら
の
募
金
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
神
社
界
で
は
、
全
国
的

な
募
金
の
た
め
の
組
織
作
り

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
併
せ
て
卒
業
生
の
会
や

在
学
生
の
萼
の
会
、
教
職
員

や
関
連
企
業
の
各
方
面
の
ご

賛
同
も
得
て
、
募
財
活
動
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
各
県
神
社
庁
を
通
じ

て
、
本
州
一
円
の
各
神
社
に

趣
旨
説
明
と
ご
協
賛
を
お
願

い
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
大

社
は
別
と
し
て
も
、
中
に
は

災
害
に
よ
る
神
社
の
修
理
中

や
ご
造
営
中
の
と
こ
ろ
も
あ

り
、
寄
附
依
頼
す
る
の
を
躊

躇
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

の
う
ち
の
一
人
に
選
ば
れ

た
。

　

八
日
間
に
及
ぶ
セ
ミ
ナ
ー

で
は
千
玄
室
大
宗
匠
の
講
義

や
実
技
研
修
の
ほ
か
、
ハ
ワ

イ
大
学
茶
道
部
と
の
交
歓
茶

会
な
ど
茶
道
を
通
じ
た
国
際

常
務
理
事
退
任
に
当
た
っ
て

宗　

林　

正　

人

在
任
期
間
／
平
成
12
年
8
月
27
日
〜
22
年
8
月
26
日

井
面　

護

　

こ
の
夏
、
本
学
の
学
生
が
書
道
・
茶
道
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
活
躍
を
み
せ
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
文
化
を
担
っ
て

い
く
存
在
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
将
来
の
思
い
に

つ
い
て
伺
っ
た
。

〝〝
自自
分分
をを
表
現
表
現
で
き
る

で
き
る
書
体
〞

書
体
〞でで

  

念念
願
達
成

願
達
成

「「一
碗
一
碗
か
ら
か
ら
世
界
世
界
へへ
」」

  

　
　
　
　

茶
道
茶
道
をを
通通
じ
て
じ
て
国国
際
交
流

際
交
流

　

茶
道
部
部
長
の
谷
崎
恵
さ

ん
（
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
三
年
）
は
裏
千

家
今
日
庵
・
茶
道
裏
千
家
淡

交
会
主
催
の
「
裏
千
家
ハ
ワ

イ
セ
ミ
ナ
ー
」（
七
月
十
八
〜

二
十
五
日
）に
参
加
し
た
。同

セ
ミ
ナ
ー
は
、
海
外
へ
茶
道

を
普
及
す
る
活
動
の
一
環
と

し
て
毎
年
開
か
れ
て
お
り
、

谷
崎
さ
ん
は
顧
問
・
浅
沼
教

授
の
勧
め
を
受
け
て
応
募
。

全
国
で
十
三
名
の
招
待
学
生

交
流
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り

だ
く
さ
ん
だ
っ
た
と
か
。

　

大
学
に
入
っ
て
か
ら
茶
道

を
は
じ
め
、
そ
の
魅
力
に
は

ま
っ
た
谷
崎
さ
ん
。
研
修
を

通
じ
て
、
外
国
に
も
茶
道
文

化
が
浸
透
し
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
と
い
う
が
、
一
方
で

〝
も
て
な
す
心
〞は
世
界
共
通

だ
と
も
再
認
識
。
将
来
は
英

語
教
員
を
目
指

し
て
お
り
、
今

回
の
経
験
を
通

じ
て
「
日
本
の

伝
統
文
化
を
し

っ
か
り
と
理
解

し
た
、
国
際
感

覚
豊
か
な
子
ど

も
を
育
て
て
ゆ

き
た
い
、
と
感

じ
た
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

学生インタビュー

任
期
／
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
七
日
〜
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
六
日
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解
釈
学
会
全
国
大
会

解
釈
学
会
全
国
大
会

恒
例
恒
例
の「
神
社
関
係
者
懇
談
会

神
社
関
係
者
懇
談
会
」を
開
催
開
催

　●リ ●レ ●ー ●エ ●ッ ●セ ●イ  私私の学生時代の学生時代

万葉集とともに
国文学科教授　大 島 信 生

　

私
が
大
学
に
入
学
し
た
の
は
三
十
四

年
前
。
爾
来
、
今
日
ま
で
上
代
の
国
語

と
国
文
学
、
特
に
万
葉
集
を
研
究
の
中

心
に
据
え
て
き
た
。

　

大
学
は
、
奈
良
県
の
天
理
大
学
で
、

万
葉
集
の
研
究
会
に
所
属
し
、
蜂
矢
宣の

ぶ

朗あ
き

先
生
の
指
導
を
受
け
た
。
諸
本
の
異

同
を
調
べ
、
用
例
を
精
査
し
、
本
文
と

訓
、
そ
し
て
解
釈
を
導
い
て
い
く
と
い

う
訓
詁
注
釈
に
基
づ
く
研
究
で
あ
っ

た
。
研
究
会
で
は
、
従
来
の
説
に
満
足

す
る
こ
と
な
く
新
し
い
解
釈
が
試
み
ら

れ
、
万
葉
集
研
究
の
魅
力
に
引
き
込
ま

れ
て
い
っ
た
。

　

皇
學
館
大
学
大
学
院
の
入
学
は
、
大

学
時
代
に
故
西
宮
一
民
先
生
（
本
学
元

学
長
）
に
教
え
を
受
け
た
こ
と
が
一
番

の
理
由
で
あ
る
。
一
年
生
の
時
に
、
非

常
勤
講
師
と
し
て
万
葉
集
の
講
義
を
担

当
さ
れ
た
の
が
西
宮
先
生
で
あ
っ
た
。

こ
の
縁
で
本
学
大
学
院
に
進
学
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

大
学
院
博
士
前
期
課
程
在
学
中
は
、

西
宮
先
生
が
『
万
葉
集
全
注
』
巻
三
の

執
筆
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
頃
で
、
講

義
も
巻
三
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
。

私
が
発
表
し
た
こ
と
も
、
私
の
説
と
し

て
取
り
入
れ
て
下
さ
っ
た
。
後
期
課
程

の
頃
に
そ
の
『
全
注
』
の
校
正
の
手
伝

い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
、
大

変
勉
強
に
な
っ
た
。

　

西
宮
、
蜂
矢
両
先
生
は
、
万
葉
学
の

泰
斗
、
故
澤
瀉
久
孝
博
士
（
本
学
元
教

授
）
の
京
都
大
学
に
お
け
る
門
下
生
で

あ
っ
た
。
本
学
図
書
館
に
は
西
宮
先
生

の
尽
力
に
よ
り
、
澤
瀉
博
士
の
旧
蔵
書

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
蔵
書
に
博

士
の
筆
に
よ
る
書
き
入
れ
を
目
に
す
る

こ
と
が
あ
る
。
博
士
の
学
問
に
身
近
に

接
す
る
思
い
で
あ
る
。

　

博
士
前
期
課
程
の
時
に
、
京
都
女
子

大
学
で
開
催
さ
れ
た
万
葉
学
会
全
国
大

会
で
研
究
発
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
未
熟
な
内
容
な
が
ら
貴
重
な
経
験

で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
九
年
後
の

本
年
五
月
、
京
都
女
子
大
学
国
文
学
科

の
公
開
講
座
の
講
師
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
同
じ
教
室
で
は
な
か
っ
た

と
思
う
が
、
感
慨
も
一ひ

と

入し
お

で
あ
っ
た
。

　

思
え
ば
、今
日
ま
で
多
く
の
先
生
方
、

先
輩
方
の
指
導
、
助
言
を
得
て
研
究
を

進
め
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
学
の

教
壇
に
立
た
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
感

謝
し
、多
く
の
学
生
に
万
葉
集
の
魅
力
、

国
文
学
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
う
。

第
四
十
二
回

解
釈
学
会
全
国
大
会
を
開
催

　

大
会
初
日
と
な
っ
た
十
九

日
の
会
場
は
本
学
伊
勢
学

舎
。
午
前
に
研
究
発
表
、
午

後
は
「
三
重
と
文
学
」
を
テ

ー
マ
に
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。

　

研
究
発
表
で
は
本
学
か
ら

二
名
が
登
壇
。「
近
代
・
国
語

学
」
の
分
野
に
つ
い
て
は
大

学
院
博
士
前
期
課
程
の
鳥
居

千
恵
さ
ん
が
「
横
光
利
一
研

究　
「
秘
色
」「
旅
愁
」
に
描

し
た
司
馬
遼
太
郎
な
ど
を
例

に
と
り
な
が
ら
、出
身
作
家
・

来
訪
作
家
い
ず
れ
に
と
っ
て

も
「
三
重
と
い
う
磁
場
に
引

き
寄
せ
ら
れ
た
人
が
多
い
」

と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
伊
勢

神
宮
や
リ
ア
ス
式
海
岸
に
代

表
さ
れ
る
風
光
明
媚
な
土
地

柄
、
芭
蕉
や
宣
長
な
ど
先
人

へ
の
関
心
が
作
品
づ
く
り
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
示
唆
し
た
。

　

参
加
し
た
熊
本
県
立
大
学

文
学
部
教
授
の
半
藤
英
明
さ

ん
は
「
地
域
の
文
学
を
掘
り

起
こ
す
こ
と
は
非
常
に
意
義

深
い
。
今
後
は
見
出
し
た
も

の
を
そ
の
地
だ
け
に
と
ど
ま

ら
ず
、
さ
ら
に
広
が
り
の
あ

る
〝
価
値
〞
と
し
て
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
し
、

そ
う
し
た
可
能
性
を
持
つ
会

だ
と
思
う
」
と
大
会
を
振
り

返
っ
た
。
同
志
社
女
子
大
学

大
学
院
研
究
生
の
黒
河
悦
子

さ
ん
は
「
わ
た
し
の
専
門
が

近
代
な
の
で
、
今
日
は
上
代

や
中
世
の
文
学
、
近
代
と
の

関
連
性
な
ど
に
つ
い
て
興
味

深
い
意
見
が
出
て
面
白
か
っ

た
」と
感
想
を
話
し
て
い
た
。

　

翌
二
十
日
は
「
伊
勢
の
文

化
力
」
と
題
し
て
実
地
踏
査

が
行
わ
れ
、
西
行
遺
跡
で
あ

る
安
養
寺
や
神
宮
文
庫
、
松

阪
市
の
本
居
宣
長
記
念
館
・

鈴
屋
遺
跡
な
ど
五
カ
所
を
訪

ね
た
。
と
く
に
県
外
か
ら
の

参
加
者
は
遺
跡
の
多
さ
や
文

化
的
景
観
に
改
め
て
驚
い
た

様
子
で
、
熱
心
に
見
入
っ
て

い
た
。

　

四
十
三
回
目
と
な
る
来
年

は
立
命
館
大
学
で
、
ま
た
隔

年
に
計
画
さ
れ
る
海
外
会
場

は
中
国
西
安
で
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

本
学
か
ら
二
名
が
研
究
発
表

三
重
と
い
う
風
土
に
触
発

　
「
三
重
と
文
学　

古
代
か

ら
近
代
ま
で　

」
を
演
題
に

し
た
午
後
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
は
本
学
国
文
学
科
の

半
田
美
永
教
授
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
な
り
、
近
畿
大

学
教
授
の
村
瀬
憲
夫
さ
ん

（
上
代
）、
帝
塚
山
大
学
名
誉

教
授
の
鶴
崎
裕
雄
さ
ん
（
中

古
・
中
世
）、元
金
城
学
院
大

学
教
授
の
片
山
武
さ
ん
（
近

世
）、奈
良
女
子
大
学
名
誉
教

授
の
濱
川
勝
彦
さ
ん（
近
代
）

ら
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
持

論
を
展
開
し
た
。

　

そ
の
一
人
、
中
世
の
和
歌

や
連
歌
を
中
心
に
論
じ
た
鶴

崎
さ
ん
は
「
他
の
地
域
と
比

べ
神
祇
と
水
辺（
海
）の
句
が

多
い
」
と
三
重
の
特
徴
に
つ

い
て
語
り
、
伊
勢
信
仰
や
地

域
風
土
と
の
結
び
つ
き
を
指

摘
し
た
。
濱
川
さ
ん
は
名
張

出
身
の
江
戸
川
乱
歩
や
忍
者

を
軸
に
『
梟
の
城
』
を
執
筆

か
れ
る
伊
勢
神
宮　

」
を
テ

ー
マ
に
独
自
の
解
釈
を
打
ち

立
て
た
。「
伊
勢
神
宮
」
や

「
伊
勢
の
大
鳥
居
」が
作
中
で

ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ

活
か
さ
れ
て
い
る
か
、ま
た
、

横
光
利
一
自
身
の
思
想
や
彼

が
志
向
す
る
「
古
神
道
」
に

ま
で
踏
み
込
む
内
容
に
引
き

込
ま
れ
た
の
か
、
質
問
を
求

め
る
手
が
次
々
と
挙
が
る
な

ど
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　
「
国
語
教
育
」の
分
野
で
は

教
育
学
科
の
中
條
敦
仁
助
教

が
「
教
材
と
授
業
展
開
の
傾

向
に
関
す
る
試
論
」を
発
表
。

大
学
生
・
短
大
生
四
三
三
名

を
対
象
に
小
・
中
・
高
の
国

語
の
教
科
書
に
載
っ
て
い
た

上
杉
千
郷
氏
偲
ぶ
会
に
四
百
名
が
参
列

　

六
月
三
十
日
に
逝
去
し
た

本
法
人
常
任
顧
問
・
上
杉
千

郷
氏
を
偲
ぶ
会
が
八
月
三
十

日
、
名
古
屋
市
の
熱
田
神
宮

会
館
で
執
り
行
わ
れ
、
神
社

界
を
は
じ
め
教
育
界
な
ど
全

国
各
地
か
ら
お
よ
そ
四
百
名

が
参
列
。
故
人
の
冥
福
を
祈

っ
た
。

　

正
午
か
ら
始
ま
っ
た
会
で

は
祭
壇
宮
の
遺
影
の
前
で
玉

串
奉
奠
を
行
っ
た
後
、
上
杉

氏
の
在
り
し
日
の
姿
を
映
像

で
つ
づ
っ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上

映
。
続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た

佐
古
一
洌
理
事
長

は
、「
神
道
精
神
に

副
っ
た
教
育
の
実

践
こ
そ
が
先
人
の

意
思
を
継
承
す
る

こ
と
で
あ
り
、
そ

う
し
た
独
自
性
の

発
揮
が
唯
一
皇
學

館
の
発
展
の
道
で

あ
る
」
と
氏
が
日

頃
よ
り
口
に
し
て

い
た
理
念
に
触

れ
、「
先
生
の
目
指
さ
れ
た
道

を
全
学
一
体
一
丸
と
な
っ
て

邁
進
す
る
覚
悟
で
す
」
と
力

強
く
述
べ
た
。

　

鷹
司
尚
武
神
宮
大
宮
司
は

上
杉
氏
が
教
育
活
動
の
傍
ら

作
品
で
印
象
に
残
っ
て
い
る

も
の
を
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
を
も
と
に
、
な
じ
み

や
す
い
教
材
を

使
用
し
、
能
力

の
定
着
を
図
る

こ
と
の
有
効
性

や
文
学
教
育
の

重
要
性
を
説
い

た
。

茶
事
を
通
し
て
多
く
の
人
々

と
心
の
輪
を
広
げ
て
お
ら
れ

た
こ
と
、
ま
た
、
神
宮
評
議

員
や
神
宮
参
与
と
し
て
神
宮

奉
賛
活
動
に
尽
力
し
て
い
た

こ
と
を
挙
げ
、「
永
年
に
亘
り

神
宮
崇
敬
の
赤
誠
を
捧
げ
ら

れ
ま
し
た
上
杉
さ
ん
の
ご
遺

徳
を
偲
び
ま
す
」
と
別
れ
の

言
葉
を
述
べ
た
。
そ
の
際
、

鷹
司
氏
が
四
、
五
歳
の
頃
、

素
っ
裸
で
氏
を
玄
関
で
出
迎

え
た
と
い
う
幼
い
日
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
披
露
し
、「
思
え

ば
、
あ
れ
が
最
初
の
裸
の
付

き
合
い
」
と
笑
い
を
誘
い
な

が
ら
、「
温
も
り
の
あ
る
方
で

し
た
。
安
ら
か
に
お
眠
り
い

た
だ
き
た
い
」
と
締
め
く
く

っ
た
。

　

最
後
に
ご
子
息
で
あ
る
上

杉
千
文
氏
か
ら
お
礼
の
言
葉

と
と
も
に
奨
学
金
の
一
部
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
金
三
百

万
円
の
寄
付
目
録
が
佐
古
理

事
長
に
手
渡
さ
れ
た
。
そ
の

後
直
会
へ
と
続
き
、
参
列
者

は
上
杉
氏
の
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
た
。

　

恒
例
の「
神
社
関
係
者
懇
談
会
」

が
九
月
十
七
日
夕
方
か
ら
鳥
羽
国

際
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

懇
談
会
は
神
社
界
と
関
係
が
深
い

本
学
が
平
素
か
ら
の
ご
支
援
と
ご

協
力
へ
の
感
謝
と
懇
親
を
は
か
る

た
め
、
毎
年
、
神
宮
大
麻
暦
頒
布

祭
に
参
列
さ
れ
る
神
社
関
係
者
を

招
き
行
っ
て
い
る
も
の
だ
。

　

こ
の
日
は
神
宮
か
ら
大
宮
司

様
・
少
宮
司
様
は
じ
め
関
係
者
、

神
社
本
庁
役
員
及
び
関
係
者
や
各

都
道
府
県
の
神
社
庁
長
の
方
々
な

ど
一
四
三
名
が
参
加
し
、
本
学
か

ら
は
理
事
長
、
学
長
を
は
じ
め
十

四
名
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
佐
古
一
洌
理
事
長
か

ら
感
謝
の
言
葉
と
お
礼
が
述
べ
ら

れ
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
開
設
さ

れ
た
現
代
日
本
社
会
学
部
に
続
々

と
優
秀
な
学
生
が
集
ま
っ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
創
立
一
三
〇
周
年
・

再
興
五
十
周

年
記
念
事
業

の
一
つ
で
あ

る
新
校
舎
が

完
成
し
た
こ

と
な
ど
の
報

告
が
あ
っ
た
。
伴
五
十
嗣
郎
学
長

か
ら
は
大
学
基
準
協
会
か
ら
大
学

評
価
の
適
合
認
定
を
受
け
た
こ
と

や
、
本
学
で
は
開
学
以
来
、
全
体

と
し
て
定
員
割
れ
し
た
こ
と
が
な

く
、
地
方
大
学
と
し
て
奮
闘
し
て

い
る
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
神
社
本
庁
統

理
久
邇
邦
昭
様
か
ら
本
学
の
発
展

に
期
待
と
祈
念
の
ご
挨
拶
が
あ

り
、
神
宮
大
宮
司
鷹
司
尚
武
様
に

よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
の
後
、
懇
親

会
に
移
り
、
神
社
本
庁
総
長
田
中

恆
清
様
の
音
頭
で
万
歳
を
三
唱
し

て
終
了
し
た
。

恒
例
の「
神
社
関
係
者
懇
談
会
」を
開
催

　

解
釈
学
会
は
、
国
語
・
国
文
学
／
国
語
教
育
に
携
わ
る
小
・
中
・
高
・
大
の
教
員
の
全
国

組
織
で
、
昭
和
三
十
年
創
刊
の
機
関
誌
『
解
釈
』
は
学
界
へ
の
登
竜
門
と
し
て
、
教
育
者
、

研
究
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、多
く
の
功
績
を
残
し
て
き
た
。
そ
の
、第
四
十
二
回
全
国
大

会
が
八
月
十
九
日
、
二
十
日
の
両
日
、
伊
勢
の
地
で
開
催
さ
れ
、
本
学
が
会
場
と
な
っ
た
。
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　私は国史学科で近世（江戸時代～
幕末）の研究を担当しています。研究
テーマは「大名生活全般の多角的な
研究」です。しかしゼミでは、江戸
時代の交代寄合（参勤交代を行う旗
本）の記録『享

きょう

保
ほう

通
つ

鑑
がん

』を精読し、史
料を読み解く力を養うことを
目指しています。
　国史学科の学生たちが卒業
論文で近世の史料を扱うとき、その
ほとんどは候文（文体）で書かれてい
ます。『享保通鑑』は候文に慣れるた
めの格好のテキストとなります。
　授業の進め方は、『享保通鑑』を頁
ごとに分けて分担を決め、それぞれ

の担当部分について興味を持った箇
所を中心に調べさせ、順に発表して
もらいます。全体を通じた指導でも
っとも大切だと学生に伝えているの
は「原典にあたること」です。たと
えば「大目付」の意味は、辞典をひ

けば分かりますが、発表の際には「そ
の辞典が何を参考にして書かれたの
か？」というところまで踏み込んで
調べさせます。歴史を学ぶときに最
も大切なことは原典にあたること。
インターネットで何でも簡単に検索

できる時代ですが、学生には積極的
に原典をたどり、自分の目や手を使
って調べようとする姿勢を持ってほ
しいと感じています。
　史料を読むことは、一見、とても
地味ですが、本人のやる気次第でと

ても面白くなります。近世は、
史料が豊富に残っており、論
文や活字になっていない史料

もたくさんあります。まるで「宝探
し」をするように史料に触れられる、
まだまだ開拓の余地がある分野なの
です。学生たちには、調べる力を身
につけ、歴史を紐解く楽しさをもっ
と体感してほしいと願っています。

クローズアップゼミ
研究室探訪9

国史学科教授

上野秀治ゼミ

意味を読み解き、調べる力を育成

三谷祐希（コミュニケーション学科 4年）
　話し掛けると必ず返事が返ってくるなど島民全員が
親戚のような、つながりの深いところだと思いました。
肩の力を抜きたいとき、リフレッシュしたいときにぜ
ひ訪れてください。
　

瀬川有美（コミュニケーション学科 4年）
　ここに来てから、一度も携帯を見ませんでした。夜釣
りや花火をしたことも楽しい思い出です。晩御飯に出た
赤魚の煮付けもおいしくて、また来たいと思います。

　
加藤頌大（コミュニケーション学科 4年）
　小さい子どもがお年寄りと仲良くしゃべってて、都
会にはない温もりのある光景が広がっている島です。
空気も新鮮で、ここに住んだら病気も治るのかも…。
　

𠮷川達朗（コミュニケーション学科 4年）
　山歩きを兼ねた名所巡りは暑くて大変だったけど、
いい思い出になりました。料理も神島で獲れたものば
かりで、とてもおいしかったです!!

　
山﨑奈緒（コミュニケーション学科 4年）
　島民の方はいい人ばかり。生活のリズムもゆったり
していて、気付いたら心が穏やかになっていました。
いつも何かと時間に追われる生活をしているので、の
んびりできてよかったです。
　

大橋寛矢（コミュニケーション学科 4年）
　夜に開かれた飲み会では普段しゃべる機会のない他
大学生の皆さんと話せてとても楽しい時間になりまし
た。海岸で寝転がったのも忘れられない経験です!

　
畦地康平（コミュニケーション学科 4年）
　島内の大きな時計に「 6分遅れです」と書いた紙が貼っ
てあるなど、面白いものがいろいろ発見できました。島の
医療の話も知らなかったことばかりで勉強になりました。
　

藪木美貴（コミュニケーション学科 3年）
　時間がゆったり流れていて、童心に帰ることができ
ました。海のイメージしかなかったけど山の景色も素
晴らしくて、どんな病にも効きそうな島です。

　
大山純平（コミュニケーション学科 3年）
　海と山と、自然が生み出した雄大な景色が堪能で
きる島です。地域の人たちも気軽に挨拶してくれる
など島全体が家族のようで、仲が良い印象でした。

●八代神社
　毎年元旦未明に行わ
れるゲーター祭をはじ
め、年間を通してあら
ゆる行事の起点となる
神社。神島に住む人々
にとってはなくてはな
らない存在となってい
る。境内までの階段は
全部で214段。

●神島灯台
　島の東側に位置す
る神島灯台。目の前
に広がる伊良湖水道
には大型タンカーや漁船などさまざまな種類
の船が行き交う。日本の灯台50選に登録され
ており、最近は「恋人の聖地」に認定された
ことで若いカップルの姿も多くなっている。

●監
かん

的
てき

哨
しょう

　伊良湖から発射された砲弾を観則するため、旧
陸軍が建てた施設。 2階の窓から見える景色は壁
がフレームとなってまるで絵画のよう。屋上には
疲れを一瞬にして吹き飛ばしてくれる絶景が待っ
ている。映画「潮騒」のクライマックスシーンに
登場することでも有名。昔の作品だが、島を訪れ
る人の中には、映画の舞台を見ようとやって来る
人も多いとか。

●カルスト地形
　遊歩道のちょうど中
間地点、島の西側に位
置する。木々のトンネ
ルを抜けると突然視界
が開け、海風が身体を
めがけ吹き込んでく
る。石灰質の岩山はそ
の海風が作った自然の
産物だ。

神島の名所スポット
旅の感想

神島を訪れるなら必読!　 三島由紀夫作『潮騒』
　歌島（※神島のこと）は自然に恵まれた小さな離島。細々と漁師を営む
青年・新治は島に戻ってきたばかりの海女の娘・初江と出会い、惹かれ
あう。嵐の日に焚き火の前で愛を確認しあった二人だったが、噂を聞き
つけた初江の父に二人は交際を禁じられてしまう。しかしあわび取りで
一番になった初江、台風の海に飛び込み船の命綱を繋いだ新治は最後に
は周囲に認められ、二人は祝福の中で無事結ばれるのだった。
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FM三重「キャンパスキューブ」発
「三重の魅力伝え隊」プロジェクト第1弾

名作『潮騒』の舞台・神島を歩く
　鳥羽湾に浮かぶ神島は、三島由紀夫の名作『潮騒』の舞台として知られて
います。素晴らしい自然環境に囲まれ、独自の風土・文化を育んできた島で
すが、その魅力を知る人は多くありません。そこで、1人でも多くの学生に
神島の良さを体感してほしいと、国文学科 3年の若林優一君が代表となり
「三重の魅力伝え隊」を結成。プロジェクト第 1弾として神島を訪ねました。

「本当の人間の生活がありさう」

　神島の魅力を端的に伝えているの
が次の一節だろう。三島由紀夫が川
端康成に宛てた書簡の一部である。
「目下、神島といふ伊セ湾の湾口を扼
する一孤島に来てをります。人口千
二、三百、戸数二百戸、映画館もパチ
ンコ屋も、呑屋も、喫茶店も、すべ
て『よごれた』ものは何もありませ
ん。この僕まで忽ち浄化されて、毎
朝六時半に起きてゐる始末です。こ
こには本当の人間の生活がありさう
です」。
　僕が神島を知ったきっかけは、高
校時代の友人だ。友人の祖母にあた
る方が神島の医療改革に尽力し、国
から表彰されたのだという。友人の
話を聞くうちに行きたくなり、高校
2年の夏休みに 2人で訪ねること
に。それから毎年、夏休みになると
1カ月ほど滞在するようになった。
住まわせてもらった家は長く無人と
なっていたため、風呂はなく電気や
水道も通じていなかった。だが、困
ることはなかった。島の人たちが入
れ替わり立ち代りやって来て、御飯
を差し入れてくれたりお風呂を貸し
てくれたり、見ず知らずの僕をまる

で親戚のように手厚くもてなしてく
れたのだ。戸に鍵をかけることもな
く、財布を落としても誰かが必ず届
けてくれるという。今の社会におい
てこれほど人情に厚く、穏やかに時
の流れる町があるなんて……。僕は
心が洗われていく気がした。

ラジオ番組から生まれた
「三重の魅力伝え隊」プロジェクト

　神島の素晴らしさを 1人でも多く
の人に知ってほしいと思っていた矢
先、僕が参加しているFM三重のラジ
オ番組「C

キ ャ ン パ ス
ampus C

キューブ
UBE」※のメンバー

が中心となって「三重の魅力伝え隊」
を結成することになった。有名な観
光スポットだけでなく、地元っ子だ
からこそ知っている面白い場所や名
所を訪ね、広く知ってもらおうとい
うプロジェクトだ。その第 1弾とし
て、僕が強力にプッシュした〈神島行
き〉が決定。募集をかけたところ計
24名の学生が参加することになり、
1泊 2日のプランがまとまった。

自然とともに生きている島

　 8月17日から18日にかけ、神島プ
ロジェクトがいよいよ始動した。鳥
羽から船でおよそ50分。伊良湖岬が
前方に見えてきたら到着だ。朝から
太陽がガンガン照りつける猛暑日だ
ったため、午後から山に点在する名
所を周る予定を急遽夕方に変更す
る。天候などによってプランを変え
ざるを得ないのも野外遊びならで
は。ひいては、自然とともに生きて
いる島の魅力につながっている気が
する。
　それまでの時間、過疎
地医療の現状を学ぶた

めに島の医師・小泉圭吾先生に話を
伺った。話によると 1日の平均患者
数は25人。腰痛に高血圧、頭部切創、
不眠症、虫垂炎…と症状はさまざま
で、鍼灸も手がけるとのこと。参加
者の中には医療の道を志す人もいた
ため、とても勉強になったようだ。
　その後、僕たちが滞在する宿「山
海荘」の 3代目・山本欽

よし

久
ひさ

さんがガ
イド役をかって出てくれ、『潮騒』に
登場する監

かん

的
てき

哨
しょう

や灯台など名所巡り
に出発。Ｔシャツが絞れるくらい汗
をかきしんどかったが、たどり着け
ば山歩きの疲れが一気に吹き飛ぶ絶
景が広がっており、忘れられない思
い出となった。

人情に触れた 2日間

　いつもは 1
人で来てのん
びり過ごして
いるため、今
回のように大
所帯を率いて
案内するのは
初めての経験
だった。反省
することは多
多あるが、参加者が一様に「人々が親
切で、心が温かくなる」と言ってく
れたのが嬉しかった。短い期間だっ
たが、神島のいちばんの魅力である
〈人情〉に、多少なりとも触れてくれ
たのだと思う。これか
らも島の良さを伝える
ために、僕なりにでき
ることを実践して
いきたい。
 若林優一（国文学科 3年）

Campus CUBE
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三
重
県 

十
万
円 

㈲
青
木
印
刷
様

　

第
九
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学

研
修
旅
行
が
二
週
間
（
七
月
二
十

六
日
〜
八
月
八
日
）
の
日
程
で
今

年
も
実
施
さ
れ
た
。
多
田
真
二
教

頭
を
団
長
と
す
る
一
行
十
二
名

（
生
徒
九
名
、
随
行
教
員
三
名
）は

七
月
二
十
六
日
、
中
部
国
際
空
港

を
出
発
。
二
十
三
時
間
に
及
ぶ
長

旅
の
後
、
メ
ル
ボ
ル
ン
近
郊
に
あ

る
姉
妹
校
ロ
ー
ズ
ヒ
ル
セ
カ
ン
ダ

リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
無
事
到
着
し

　

八
月
二
日
か
ら
一
泊
二
日
の
日

程
で
一
年
生
が
モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー

ム
で
宿
泊
研
修
を
実
施
し
た
。

　

現
地
に
着
く
と
、
さ
っ
そ
く
パ

 

神
奈
川
県 

一
万
円 

鈴
木　

隆
俊
様

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
ご
芳
名
・
金
額
等
の
掲

載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
■
同
窓
会
員
／
2
名　

■
後
援
会
賛
助
会
員
／
2
名

　

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・
皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金

活
動
は
、
十
九
年
六
月
、
正
式
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
募
財
活
動
の
中

心
を
「
生
徒
の
教
育
活
動
支
援
」
に
置
い
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
八
月
三
十
一
日

現
在
で
の
募
金
状
況
は
、
次
の
通
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

の
ご
理
解
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
同
時
に
、
今
後
の
ご
賛
同
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・

皇
學
館
高
等
学
校
創
立
五
十
周
年
・

  

寄
付
者
芳
名

寄
付
者
芳
名

皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

皇
學
館
中
学
校
創
立
三
十
五
周
年
記
念
事
業

ン
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
体
験

へ
。
た
だ
体
験
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
飼
わ
れ
て
い
る
ジ
ャ
ー
ジ
ー

牛
の
説
明
が
ク
イ
ズ
形
式
で
出
さ

れ
る
な
ど
生
徒
た
ち
は

楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
よ
う
だ
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
は
大
縄
跳
び
や
二
人

三
脚
な
ど
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
必
要
と
す
る
活
動

を
行
っ
た
。
全
員
で
声

を
掛
け
合
い
協
力
し
、

学
年
全
体
で
団
結
力
を

高
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
校
長
先
生
か
ら
令

旨
の
解
説
、
教
頭
先
生

か
ら
は
教
育
勅
語
の
解

説
が
あ
り
、皆
真
剣
な
面
持
ち
で
、

学
習
面
に
お
い
て
も
大
変
充
実
し

て
い
た
。

　

モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム
で
は
普
段

で
は
行
え
な
い「
朝
の
お
つ
と
め
」

が
あ
り
、
シ
イ
タ
ケ
狩
り
・
馬
、

羊
の
お
世
話
・
牛
の
お
世
話
と
三

つ
の
班
に
分
か
れ
て
二
日
目
の
早

朝
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
日
の
朝
食
に
は
特
別
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
朝
に
採
取
し
た
シ
イ
タ

ケ
の
料
理
が
登
場
。
み
ん
な
で
採

っ
た
新
鮮
な
野
菜
は
格
別
で
、
ま

た
、
小
屋
の
掃
除
や
エ
サ
や
り
な

ど
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
や
り

と
げ
た
達
成
感
が
あ
っ
た
の
か
、

ど
の
生
徒
も
満
足
げ
な
面
持
ち
で

朝
食
を
摂
っ
て
い
た
。

　

モ
ク
モ
ク
フ
ァ
ー
ム
の
ゆ
っ
く

り
と
流
れ
る
時
間
の
中
、
時
に
は

予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
有
意
義
な
二
日
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。

 

三
重
県 

三
万
円 

山
下　

宏
哉
様

三
万
円 

田
中　

廣
繁
様

一
万
円 

水
本　

雅
久
様

一
万
円 

上
野　

秀
司
様

一
万
円 

世
古
口
浩
平
様

一
万
円 

辻　
　

則
行
様

一
万
円 

松
本　

鉄
夫
様

一
万
円 

丸
田　
　

衛
様

五
千
円 

西
山　
　

諒
様

五
千
円 

小
田　

啓
博
様

五
千
円 

水
貝　

英
斗
様

三
千
円 

松
本　

匡
史
様

 

京
都
府 

一
万
円 

中
川　

雅
寛
様

 

岡
山
県 

五
千
円 

草
地　

秀
育
様

 

香
川
県 

一
万
円 

池
田　

博
文
様

 

三
重
県 

六
万
円
﹇
二
万
円
増
額
﹈

 

寺
田　

直
喜
様

二
万
円 

吉
川　

勝
也
様

一
万
円 

飯
嶌　

信
夫
様

一
万
円 
中
目　
　

孝
様

一
万
円 
池
田　

和
則
様

一
万
円 
森
口　
　

忠
様

一
万
円 

森　
　

昌
好
様

一
万
円 

山
本　

修
一
様

一
万
円 

中
西　

寿
彦
様

五
千
円 

濱
地　

重
見
様

た
。
小
休
憩
の
後
、
生
徒
た
ち
は

迎
え
に
来
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
共
に
期
待
と
不
安
の
入
り
混
じ

る
中
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
へ
と
向
か

っ
た
。

　

翌
二
十
八
日
か
ら
は
、
語
学
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
。
ホ
ス
ト

生
と
共
に
授
業
へ
の
参
加
や
Ｅ
Ｓ

Ｌ
に
よ
る
特
別
授
業
の
聴
講
、
ま

た
校
外
研
修
に
出
か
け
た
り
と
現

地
で
の
活
動
を
楽
し
ん
だ
。

　

研
修
の
最
終
日
で
あ
る
八
月
六

日
の
夜
に
は
姉
妹
校
主
催
の
フ
ェ

ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ

た
。
そ
の
中
で
、
今
回
の
訪
問
の

主
目
的
と
も
い
う
べ
き
姉
妹
校
提

携
更
新
の
文
書
へ
の
調
印
が
ピ
ー

タ
ー
・
ラ
ウ
ス
校
長
と
多
田
教
頭

の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
最
後

に
パ
ー
テ
ィ
参
加
者
は
共
に
過
ご

し
た
十
日
余
り
の
時
間
を
振
り
返

る
と
共
に
将
来
の
再
会
を
約
束

し
、
更
に
友
好
を
深
め
た
。

　

九
月
十
六
・
十
七
日
の
二
日

間
、「
魅
せ
ろ
!
」
の
テ
ー
マ
の
も

と
皇
高
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　

一
日
目
は
生
憎
の
雨
混
じ
り
と

な
っ
た
が
、
伊
勢
市
観
光
文
化
会

館
で
祭
典
に
続
き
吹
奏
楽
部
に
よ

る
演
奏
、
午
後
か
ら
は
探
検
家
・

高
橋
大
輔
氏
に
よ
る
「
物
語
を
旅

す
る
」
の
講
演
、
笑
福
亭
鶴
笑
・

桂
福
丸
両
氏
に
よ
る
落
語
が
上
演

さ
れ
、
特
に
鶴
笑
師
匠
の
パ
ペ
ッ

ト
落
語
は
抱
腹
絶
倒
も
の
で
み
な

そ
の
話
芸
を
楽
し
ん
だ
。

　

二
日
目
は
場
所
を
本
校
に
移

し
、
例
年
通
り
ク
ラ
ス
展
示
、
模

擬
店
、ク
ラ
ブ
展
示
と
各
ク
ラ
ス
、

姉
妹
校
提
携
を
更
新

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修
旅
行
を
実
施

第48回
皇高祭

農
業
体
験
に
ワ
ク
ワ
ク

平
成
二
十
二
年
度
一
年
生
宿
泊
研
修

　

九
月
十
九
日
に
体
育
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
午
前
中
は
清
々
し
い

風
も
吹
き
、
晴
天
の
下
で
生
徒
た

ち
の
活
躍
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

午
前
の
部
の
最
初
の
入
場
行
進

は
例
年
よ
り
も
各
ク
ラ
ス
の
団
結

を
感
じ
さ
せ
る
素
晴
ら
し
い
ス
タ

ー
ト
と
な
っ
た
。
競
技
が
始
ま
る

と
生
徒
た
ち
の
声
援
が
響
き
始
め

た
。「
ニ
コ
ニ
コ
ボ
ー
ル
」
で
は

二
〜
三
年
生
は
さ
す
が
に
見
事
な

バ
ラ
ン
ス
を
見
せ
て
い
た
が
、
一

年
生
は
や
や
苦
戦
。
ラ
ケ
ッ
ト
と

ボ
ー
ル
の
重
さ
に
四
苦
八
苦
し
て

い
た
。
一
周
以
上
の
差
で
先
に
ゴ

ー
ル
し
た
上
級
生
は
す
ぐ
に
一
年

生
選
手
の
周
り
に
つ
き
「
頑
張

れ
!
も
う
少
し
!
」
と
率
先
し

て
応
援
し
て
い
た
。
最
後
の
一
人

が
ゴ
ー
ル
し
た
瞬
間
、
学
年
の
枠

を
超
え
た
拍
手
と
声
援
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
感
動
に
包
ま
れ
た
。
午
前

の
部
の
最
終
、
今
年
の
保
護
者
レ

ー
ス
の
種
目
は
綱
引
き
で
多
数
の

保
護
者
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
会
場
は
歓
声
と
笑
い
に
包
ま

れ
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
騎
馬
戦
か
ら

始
ま
り
得
点
率
の
高
い
二
十
人
リ

レ
ー
ま
で
最
高
潮
の
盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
。
最
後
に
大
逆
転
を
見

せ
た
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
二
位
と
三

位
は
四
点
差
と
い
う
こ
と
で
喜
び

と
悔
し
さ
の
声
が
響
い
た
。
優
勝

は
三
年
Ａ
組
、
準
優
勝
は
二
年
Ａ

組
で
あ
っ
た
。

学
年
の
枠
を
超
え
拍
手
と
声
援
が
響
く

第
三
十
一
回
体
育
大
会

ク
ラ
ブ
と
も
そ
の
団
結
力
・
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
た
。
ま

た
第
三
体
育
館
で
は
有
志
に
よ
る

バ
ン
ド
演
奏
、
野
球
部
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
、
皇
高
祭

は
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

皇學館高等学校創立50周年・皇學館中学校
創立35周年記念事業寄付金進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

2 150,000 150,000

41 4,190,000 4,130,000

15 425,000 425,000

147 6,826,000 6,826,000

63 1,055,000 1,055,000

125 3,685,000 3,635,000

合　　　計 393 16,331,000 16,221,000

皇 學 館 学 園 報平成22年10月 5 日 　第28号　()６
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甘
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創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業

創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業  

寄
付
者
芳
名

寄
付
者
芳
名

 

福
島
県 

五
十
五
万
円
﹇
五
万
円
増
額
﹈

 

三
嶋
神
社
様

（
南
相
馬
市
原
町
）

 

三
重
県 

三
万
円 

中
村　

有
希
様

 

大
阪
府 

五
万
円 

南　

登
章
生
様

 

福
岡
県 

十
万
円 

福
田　

和
美
様

 

文
学
部
神
道
学
科 

十
五
万
円 

小
山
田
直
朗
様

　

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
ご
芳
名
・
金
額
等
の
掲

載
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
々
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
■
萼
の
会
／
1
0
8
名

　

創
立
一
三
〇
周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念
事
業
募
金
に
つ

き
ま
し
て
、
学
内
外
の
方
々
か
ら
変
わ
ら
ぬ
励
ま
し
の
声
と

と
も
に
そ
の
後
も
多
く
の
ご
芳
志
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
好
意
に
対
し
て
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
と
同
時
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
芳
名
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
事
業
活
動
の
一
層
の
充
実
を

は
か
る
べ
く
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。
芳
名
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
八
月
三
十
一
日
ま
で
の

到
着
分
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。十

万
円 

池
内　

公
和
様

六
万
円 

佐
藤　

信
一
様

五
万
円 

内
田　
　

悟
様

五
万
円 

鈴
木　

徳
則
様

五
万
円 

高
倉　

盛
克
様

三
万
円 

阿
蘇　

惟
之
様

三
万
円 

石
川　

正
雅
様

三
万
円 

大
坪　

丈
夫
様

三
万
円 

大
野　

康
孝
様

三
万
円 

奥
山　

哲
治
様

三
万
円 

小
野　

裕
史
様

三
万
円 

兼
森　

信
彦
様

三
万
円 

河
野　

博
人
様

三
万
円 

草
地　

秀
育
様

三
万
円 

久
保
田
は
る
み
様

三
万
円 

齋
藤　

道
夫
様

三
万
円 

白
石　

真
三
様

三
万
円 

須
藤　
　

茂
様

三
万
円 

角
河　

和
幸
様

三
万
円 

田
中　

史
夫
様

三
万
円 

戸
塚　

昌
宏
様

三
万
円 

中
田　

吉
彦
様

三
万
円 

中
野　

公
一
様

三
万
円 

中
村　

宗
彦
様

三
万
円 

永
山　

哲
弘
様

三
万
円 

名
迫　

行
雄
様

三
万
円 

成
瀬　

晴
男
様

三
万
円 

橋
本　
　

敬
様

三
万
円 

平
林　

盛
生
様

三
万
円 

藤
田　

敏
明
様

三
万
円 

藤
田　

尚
佑
様

三
万
円 

前
田　

健
次
様

三
万
円 

前
野　

浩
規
様

三
万
円 

巻
幡　
　

俊
様

三
万
円 

三
井　

一
廣
様

三
万
円 

三
ツ
矢
順
之
様

三
万
円 

村
瀬　

卓
平
様

三
万
円 
森　
　

秋
文
様

三
万
円 
矢
﨑　

隆
一
様

三
万
円 

矢
島　

幸
男
様

三
万
円 

安
松　
　

晃
様

三
万
円 

栁
川　

明
彦
様

三
万
円 

山
﨑　

秀
康
様

三
万
円 

山
本　

裕
美
様

三
万
円 

𠮷
田　
　

茂
様

三
万
円 

米
田　

裕
彦
様

三
万
円 

渡
會　

隆
広
様

 

文
学
部
国
文
学
科 

六
万
円 

吉
村　
　

守
様

三
万
円 

石
黒　

幸
人
様

三
万
円 

大
島　

治
泰
様

三
万
円 

太
田　

眞
弘
様

三
万
円 

小
柿　

正
也
様

三
万
円 

岡
橋　

正
佳
様

三
万
円 

葛
西　
　

隆
様

三
万
円 

小
林　

芳
文
様

三
万
円 

田
ノ
岡
信
任
様

三
万
円 

平
石　
　

肇
様

三
万
円 

平
野　
　

昇
様

三
万
円 

宮
澤　

広
雄
様

三
万
円 

山
下　
　

謙
様

 

文
学
部
国
史
学
科 

三
万
円 

赤
堀　
　

充
様

三
万
円 

井
上　

元
久
様

三
万
円 

宇
野
佐
和
子
様

三
万
円 

小
野　

隆
久
様

三
万
円 

加
藤
美
代
子
様

三
万
円 

喜
多
恭
二
郎
様

三
万
円 

金
原　
　

康
様

三
万
円 

草
深　

典
男
様

三
万
円 

柴
田　

俊
一
様

三
万
円 

曽
野　

隆
義
様

三
万
円 

高
相　

国
央
様

三
万
円 

谷
端　

吉
弘
様

三
万
円 

滑
川
恵
美
子
様

三
万
円 

野
呂　

昌
己
様

三
万
円 

服
部　

晴
美
様

三
万
円 

花
井　

勝
彦
様

三
万
円 

濱
地　

重
見
様

三
万
円 

福
本
あ
ゆ
み
様

三
万
円 

松
井　
　

寛
様

三
万
円 

松
本　
　

渡
様

三
万
円 

宮
崎　

和
之
様

三
万
円 

和
田　

秀
晴
様

 

文
学
部
教
育
学
科 

三
万
円 

加
藤　

量
平
様

三
万
円 

田
村　

吉
弘
様

 

文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科 

六
万
円 

石
橋　

明
彦
様

三
万
円 

安
保　

廣
房
様

三
万
円 

潤
田　

安
弘
様

三
万
円 

久
保　
　

登
様

三
万
円 
小
林　

弘
昌
様

三
万
円 
小
林　

光
正
様

三
万
円 

田
中　
　

元
様

三
万
円 

早
川　

徹
治
様

三
万
円 

平
井　

正
喜
様

三
万
円 

松
田　

栄
二
様

三
万
円 

南　
　

恭
子
様

 

教
育
学
部
教
育
学
科 

三
万
円 

畔
柳　

昭
宏
様

三
万
円 

安
達　
　

肇
様

三
万
円 

新
井　

正
人
様

三
万
円 

井
上　

一
生
様

三
万
円 

岩
田　

利
彦
様

三
万
円 

鵜
飼　
　

薫
様

三
万
円 

大
川　

久
文
様

三
万
円 

太
田　

錦
生
様

三
万
円 

大
西　

哲
雄
様

三
万
円 

大
薮　

竹
司
様

三
万
円 

岡
田　

鉄
也
様

三
万
円 

狩
野　

守
正
様

三
万
円 

紀
平　

哲
也
様

三
万
円 

久
保
井　

清
様

三
万
円 

窪
田
美
智
男
様

三
万
円 

小
坂　

典
弘
様

三
万
円 

坂
口　

健
次
様

三
万
円 

坂
田　

晃
俊
様

三
万
円 

髙
森　

良
雄
様

三
万
円 

竹
中　

清
美
様

三
万
円 

谷
川　

純
一
様

三
万
円 

寺
本　

之
人
様

三
万
円 

中
目　
　

孝
様

三
万
円 

橋
口　
　

正
様

三
万
円 

牧
野　

幸
治
様

三
万
円 

松
井　
　

寛
様

三
万
円 

南
川　

清
文
様

三
万
円 

森　
　
　

司
様

三
万
円 

諸
岡　

高
幸
様

三
万
円 

山
岡　

幸
雄
様

三
万
円 

山
岡　

道
弘
様

三
万
円 

山
村　

隆
夫
様

三
万
円 

吉
田　

達
也
様

三
万
円 

渡
邉　

幸
彦
様

 

現
代
日
本
社
会
学
部
現
代
日
本
社
会
学
科 

六
万
円 

山
﨑　

裕
一
様

三
万
円 

井
森　

泰
三
様

三
万
円 

小
山　

和
彦
様

三
万
円 

野
村　
　

収
様

三
万
円 

濱
口　

竜
之
様

三
万
円 

山
中　

幹
也
様

 

社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科 

三
万
円 

木
治　

明
志
様

三
万
円 

小
林　

秀
夫
様

三
万
円 

中
森　

照
彦
様

三
万
円 

中
山　

源
一
様

三
万
円 

西
井　
　

勉
様

三
万
円 

服
部　
　

茂
様

三
万
円 

山
崎　

辰
雄
様

 

博
士
前
期
課
程
神
道
学
専
攻 

三
万
円 

落
合　

和
栄
様

三
万
円 

立
枩　

廷
族
様

三
万
円 

田
中　

政
行
様

三
万
円 

簗
瀬　
　

睦
様

三
万
円 

片
岡　

靖
正
様

 

修
士
課
程
社
会
福
祉
学
専
攻 

三
万
円 

福
井
伸
一
郎
様

 

神
道
学
専
攻
科 

三
万
円 

伊
藤　

伸
夫
様

三
万
円 

常
磐
井
守
興
様

三
万
円 

橋
本　

忠
明
様

三
万
円 

村
田　

志
朗
様

　

昭
和
三
十
八
年
、
再
興
二
年
目
の
皇

學
館
へ
入
学
い
た
し
ま
し
た
。
兄
が
旧

制
中
学
時
代
、
旧
神
宮
皇
學
館
に
憧
れ

て
い
た
と
か
で
、「
復
興
さ
れ
た
の
だ
か

ら
是
非
行
き
な
さ
い
」
と
。
一
号
館
の

み
の
大
変
シ
ン
プ
ル
な
学
舎
で
し
た

が
、
学
生
も
先
生
も
志
を
抱
き
、
家
族

的
な
中
に
も
緊
張
感
の
あ
る
毎
日
で
し

た
。「
万
巻
の
書
を
読
み
、
人
生
に
対
処

せ
よ
」
の
教
え
の
元
に
、
神
宮
文
庫
で

様
々
な
古
典
、
歴
史
書
を
紐
解
き
静
か

で
豊
か
な
四
年
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

教
員
を
終
え
、
現
在
は
県
の
教
育
相

談
嘱
託
員
と
し
て
十
五
名
の
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
乳
幼
児
か
ら
小
中
高
校
生
の

心
の
相
談
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
主
に

電
話
相
談
の
担
当
で
す
が
、
保
護
者
や

教
師
か
ら
の
相
談
も
多
く
、
夜
九
時
ま

で
の
対
応
も
し
て
い
ま
す
。
河
合
隼
雄

さ
ん
の
心
理
療
法
の
専
門
書
を
輪
読
会

で
勉
強
す
る
日
々
で
す
。

　

さ
て
、
教
員
の
か
た
わ
ら
文
芸
活
動

と
し
て
同
人
誌
に
小
説
を
発
表
し
て
き

ま
し
た
が
、
現
在
は
短
詩
系
へ
と
歩
を

移
し
、
俳
句
道
に
精
進
し
て
い
ま
す
。

主
に
伊
勢
周
辺
を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、

小
説
同
様
難
物
で
す
。
ど
う
か
皆
様
も

様
々
な
難
関
に
挑
み
な
が
ら
、
志
を
高

く
持
ち
日
々
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
少
し
句
を
披
露
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

初
伊
勢
の
御
籤
袂
へ
納
め
け
り

一
月
の
巌
透
け
ゆ
く
五
十
鈴
川

緋
袴
の
伊
勢
の
祭
主
や
初
氷

神
ま
つ
る
山
の
い
た
だ
き
鷹
わ
た
る

笹
鳴
き
や
頓
宮
に
井
戸
残
り
を
り

山
中（
旧
姓
西
浦
）て
る
子
氏　

国
史
学
科
第
二
期（
昭
和
四
十
二
年
三
月
）卒

　

残
暑
さ
な
か
の
八
月
二
十

七
日
、
平
成
二
十
二
年
度
皇

學
館
館
友
会
全
国
大
会
が
伊

勢
市
の
神
宮
会
館
で
催
さ
れ

た
。
約
二
百
名
の
館
友
が
集

い
、
鷹
司
尚
武
神
宮
大
宮
司

（
ご
代
理
奥
西
道
浩
禰
宜
）、

鈴
木
健
一
伊
勢
市
長
な
ど
多

く
の
来
賓
に
ご
出
席
を
い
た

だ
い
た
な
か
、
小
串
和
夫
館

友
会
会
長
が
「
創
立
一
三
〇

周
年
・
再
興
五
十
周
年
記
念

事
業
が
、
会
員
皆
様
方
の
ご

協
力
に
よ
り
順
調
に
推
移
し

て
い
る
。
伊
勢
の
地
も
ご
遷

宮
に
向
け
て
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。
今
日

は
久
し
ぶ
り
に
お
会

い
さ
れ
た
方
々
と
旧

交
を
温
め
る
良
い
機

会
に
な
れ
ば
」
と
あ

い
さ
つ
。

　

続
い
て
佐
古
一
洌
理
事
長

が
本
学
の
目
指
す
方
向
に
つ

い
て
、「
少
子
化
な
ど
困
難
な

状
況
の
も
と
、
い
ま
一
度
、

若
者
の
た
め
の
学
園
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
原

点
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ

る
。
混
沌
と
す
る
世
情
の
な

か
、
神
道
を
建
学
の
精
神
と

す
る
本
学
に
は
、
日
本
の
再

生
を
果
た
す
人
材
を
輩
出
す

る
使
命
が
あ
り
、
教
育
の
充

実
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と
語

り
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
。
伴
五
十
嗣
郎
学
長

も
「
平
成
二
十
二
年
度
の
志

願
者
数
は
二
一
九
五
名
で
前

年
度
比
三
一
八
名
の
増
加
。

特
に
教
育
学
部
は
過
去
最
高

の
志
願
者
を
集
め
た
。
一
方

で
就
職
状
況
は
神
職
や
教
職

な
ど
は
順
調
に
推
移
し
て
い

る
が
、
企
業
・
団
体
な
ど
は

悪
化
し
て
い
る
」
と
報
告
。

求
人
先
の
紹
介
や
推
薦
な
ど

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　

議
事
は
、第
一
号
議
案「
平

成
二
十
一
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
に
つ
い
て
」
な
ど
四

号
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
満
場
一
致
で
採
決
。

来
年
度
の
全
国
大
会
の
開
催

地
は
滋
賀
県
に
決
ま
り
、
同

県
支
部
長
の
岡
田
裕
正
氏
が

「
滋
賀
の
枕
詞
は
『
神さ

楽ざ

浪な
み

の
』。神
様
が
楽
し
ま
れ
る
地

で
開
か
れ
る
琵
琶
湖
大
会
に

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
来
場

を
」
と
呼
び
か
け
、
会
場
か

ら
盛
大
な
拍
手
を
受
け
た
。

平
成
22
年
度

皇
學
館
館
友
会
全
国
大
会

よ
り
一
丸
と
な
っ
て

学
園
の
発
展
に
協
力
を

三
重
県
教
育
委
員
会
事
務
局
研
修
分
野
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
相
談
嘱
託
員

　

総
会
後
は
伊
勢
市
在
住
の

作
家
で
、
第
二
十
九
回
横
溝

正
史
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
を
受

賞
し
た
大
門
剛
明
氏
に
よ
る

記
念
講
演
「
新
時
代
の
社
会

派
ミ
ス
テ
リ
ー
」
が
開
か
れ

◆
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
・
大
門
剛
明
氏
が
記
念
講
演

た
。

　

シ
リ
ア
ス
な
テ
ー
マ
を
扱

う
社
会
派
は
、
面
白
く
し
よ

う
と
す
る
と
リ
ア
リ
テ
ィ
が

失
わ
れ
、
作
る
の
が
難
し
い

と
い
う
。
そ
の
中
で
大
門
氏

は
、
テ
ー
マ
性
や
人
間
性
を

掘
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て

面
白
く
な
る
と
い
う
信
念
を

吐
露
。
大
学
卒
業
後
、
司
法

試
験
に
挑
戦
し
続
け
て
挫

折
、
帰
郷
し
て
か
ら
派
遣
工

と
し
て
働
い
た
経
験
か
ら
負

の
感
情
を
ど
の
よ
う
に
解
消

し
て
い
く
か
が
執
筆
に
つ
な

が
っ
た
と
語
り
、「
人
間
の
良

い
と
こ
ろ
も
悪
い
と
こ
ろ
も

見
つ
め
な
が
ら
、
誰
も
書
い

た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
重
厚

な
テ
ー
マ
を
書
い
て
い
き
た

い
」
と
結
ん
だ
。

創立130周年・再興50周年記念事業寄付金
進捗状況

区　　分 申込件数 申込金額（円） 納入金額（円）

634 776,897,000 765,227,000

721 79,074,000 76,099,000

45 31,835,000 31,715,000

2,027 90,981,000 90,981,000

104 62,285,000 60,945,000

255 58,222,000 57,937,000

合　　　計 3,786 1,099,294,000 1,082,904,000

皇 學 館 学 園 報()　第28号 平成22年10月 5 日７



『国家の品格』の著者
藤原正彦氏による
教育講演会
演題●日本のこれから
「日本を真に再生し力を取り
戻すには、戦後失われてきた祖国への誇りと自信を取
り戻すこと以外にない」――そう語る著者とともに、
日本の未来像を考える講演会です。

12月4日㈯ 14：00～15：30
四日市市総合会館 8階 視聴覚室

イベントのご案内
この秋、皇學館では楽しいイベントや
各界の著名人を迎えての講座がめじろおし!
学生も一般市民の方も、
この機会に奮ってご参加ください。

現
代
日
本
塾〈
秋
日
程
〉
皇
學
館
大
学
伊
勢
学
舎
2
号
館

予
約
不
要

入
場
無
料

要予約

神都・伊勢から21世紀の課題を解決すべく、
春から行われている「現代日本塾」。
その秋からの日程が決まりました。

 第5回 10月14日㈭ 16：20～17：50
 経営コンサルタント
 武田 秀一先生
 たけだ　ひでかず

演題●地域社会を元気づけるビジネスプランとは

 第6回 10月21日㈭ 16：20～17：50
 国立新美術館長
 林田 英樹先生
 はやしだ　ひでき

演題●文化力競争時代の日本の針路

 第7回 11月25日㈭ 16：20～17：50
 ㈱中部電力会長
 川口 文夫先生
 かわぐち　ふみお

演題●グローバル経済と日本人の思惟

 第8回 12月17日㈮ 16：20～17：50
 ㈱JR東海会長
 葛西 敬之先生（本学客員教授）
 かさい　よしゆき

演題●日本における政治的リーダーシップの衰退（仮）

 第5回 10月14日㈭ 16：20～17：50
 経営コンサルタント
 武田 秀一先生
 たけだ　ひでかず

演題●地域社会を元気づけるビジネスプランとは

 第6回 10月21日㈭ 16：20～17：50
 国立新美術館長
 林田 英樹先生
 はやしだ　ひでき

演題●文化力競争時代の日本の針路

 第7回 11月25日㈭ 16：20～17：50
 ㈱中部電力会長
 川口 文夫先生
 かわぐち　ふみお

演題●グローバル経済と日本人の思惟

 第8回 12月17日㈮ 16：20～17：50
 ㈱JR東海会長
 葛西 敬之先生（本学客員教授）
 かさい　よしゆき

演題●日本における政治的リーダーシップの衰退（仮）

倉陵祭（伊勢学舎）10月29日㈮～31日㈰
ロックバンド「サカナクション」
によるアーティストライブ（30日）
のほか、ミスコンやチャリティー
バザーなど楽しいイベントが満
載です。

皇名祭（名張学舎） 
10月23日㈯・24日㈰
23日は女性ユニット「LOVE」による
アーティストライブ、24日にはのび太
くん役の声優・小原乃梨子氏による
講演会が行われます。

ビジネスプランコンテスト
皇－1グランプリ
応募
締切11月24日㈬ 13：00必着
若者（大学生・高校生）による、
地域社会を活気付けるビジネスプランを大募集します!
詳しくは学務課（☎0596・22・6315）まで問い合わせを。要入場整理券

入場無料

入場無料

入場無料

11月27日㈯ 名張学舎

せんぱいトーク（10時～12時）●就活中の
学生にとって先輩の経験談やアドバイ
スは大きな励み。卒業生の皆様にぜひ
ご協力をお願いいたします。

ホームカミングデー（12時～、受付は11時30
分～）●来年の移転に伴い、これまでの
歩みを振り返り語らう機会を設けました。
懇親会や講演会、卒業生と教員による
グループ懇談などを予定しています。
奮ってご参加ください。

いずれも参加申込みは
11月17日㈬までにファッ
クス（℻0595・61・3378）、
もしくは返信用封筒にて
お知らせください。詳し
くは就職課（℡0595・61・
3371）へ問合せを。

せんぱいトーク＆ホームカミングデー

ご予約は本学HPからお願いいたします。
http://www.kogakkan-u.ac.jp/

●●●●●●体験記

イベントの時間・申込方法等のお問合せは各学舎まで
伊勢学舎☎☎0596・22・0201㈹ 名張学舎☎☎0595・61・3351㈹

２カ月イベント情報

編
集
後
記

◆
今
夏
の
残
暑
は
厳
し
く
長

く
、
彼
岸
の
頃
ま
で
真
夏
日
が

続
き
ま
し
た
。
熱
帯
化
…
、
こ

の
よ
う
な
夏
が
毎
年
繰
り
返
さ

れ
て
い
く
の
か
と
思
う
と
ゾ
ッ

と
し
ま
す
。
◆
そ
ん
な
中
、
倉

田
山
の
北
丘
に
六
・
七
・
八
号

館
が
竣
功
し
ま
し
た
。
階
上
か

ら
は
伊
勢
湾
や
伊
勢
の
街
並
み

を
臨
み
ま
す
。
白
亜
の
外
観
は

清
涼
感
を
醸
し
出
し
、
実
際
に

省
エ
ネ
構
造
の
エ
コ
仕
様
で
も

あ
り
ま
す
。
早
速
、
秋
学
期
よ

り
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
皇
學

館
の
歴
史
に
新
た
な
ペ
ー
ジ
の

誕
生
で
す
。 

【
総
務
課
】

英国短期留学英国短期留学
と
て
も
身
近
な
国
と
なった
英
国

教
育
学
科
一
年　

坂　
　

淑　

加

　

英
国
留
学
は
素
晴
ら
し
い

経
験
と
な
っ
た
。
バ
ッ
キ
ン

ガ
ム
宮
殿
や
大
英
博
物
館
で

は
英
国
の
高
貴
な
一
面
に
触

れ
た
。
滞
在
し
た
ケ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
を
は
じ
め
、ロ
ン
ド
ン
・

バ
ー
ス
・
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
な

ど
で
は
そ
の
重
厚
な
町
の
歴

史
に
終
始
圧
倒
さ
せ
ら
れ

た
。
本
場
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
シ
カ
ゴ
」
に
は
感
動
し
た
。

　

中
で
も
特
に
印
象
に
残
っ

た
の
は
、
先
史
時
代
の
遺
跡

ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
だ
。
そ
の

石
群
は
ど
れ
だ
け
居
て
も
飽

き
さ
せ
な
い
無
限
の
魅
力
を

放
ち
、
ず
っ
と
以
前
か
ら
知

っ
て
い
た
よ
う
な
懐
か
し
さ

を
抱
か
せ
た
。
一
方
で
、
シ

ャ
ー
ロ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
や
ハ

リ
ー
・
ポ
ッ
タ
ー
と
い
っ
た

映
画
、
小
説
の
舞
台
が
駅
の

ホ
ー
ム
や
通
り
な
ど
生
活
の

中
に
溶
け
込
み
、
新
旧
融
合

が
織
り
成
す
世
界
の
創
造
は

見
事
で
あ
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
人

種
・
国
籍
の
異
な
る
先
生
や

友
達
と
話
す
機
会
が
多
か
っ

た
。
最
初
は
聞
き
取
れ
な
か

っ
た
英
語
が
徐
々
に
少
し
ず

つ
理
解
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に

な
る
感
覚
は
一
番
の
収
穫
で

あ
っ
た
。

　

食
べ
物
に
関
し
て
は
さ
ほ

ど
期
待
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
思
っ
た
以
上
に
美
味
し

か
っ
た
。
紅
茶
の
種
類
は
豊

富
で
さ
す
が
紅
茶
の
国
だ
と

実
感
し
た
。
ま
た
、
紳
士
淑

女
の
国
で
も
あ
っ
た
。
例
え

ば
、
建
物
に
入
る
時
、
必
ず

先
を
行
く
人
が
扉
を
押
さ
え

て
待
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ

う
し
た
何
気
な
い
習
慣
は
、

最
初
少
々
気
恥
ず
か
し
く
も

あ
っ
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と

心
地
よ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

私
に
と
っ
て
英
国
は
と
て

も
身
近
な
国
と
な
っ
た
。
今

回
の
留
学
は
私
に
経
験
と
課

題
を
与
え
て
く
れ
た
。
英
語

学
習
の
継
続
と
共
に
今
後
も

様
々
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
、
視
野
を
拡
大
し
て
い
こ

う
と
思
う
。

　

私
は
こ
の
短
期
留
学
に
あ

た
っ
て
、
決
め
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
れ
ま
で
外
国
人
と

い
う
だ
け
で
壁
を
つ
く
っ
て

き
た
が
、
語
学
力
向
上
の
た

め
に
も
積
極
的
に
話
し
て
み

る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
今
、

手
元
に
は
一
四
〇
〇
枚
も
の

写
真
が
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス

内
や
街
角
で
た
く
さ
ん
の
人

と
話
を
し
、
そ
し
て
写
真
を

撮
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
写
真

に
想
い
出
が
あ
る
。

　

夕
食
を
摂
っ
た
ク
レ
ア
カ

レ
ッ
ジ
の
食
堂
で
は
、
多
く

の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
様
々

な
国
の
留
学
生
や
キ
ャ
ン
パ

ス
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
た
ち
…

初
対
面
の
人
に
「
十
五
歳
で

す
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
時

に
は
思
わ
ず
苦
笑
い
。
日
本

人
は
、
実
際
よ
り
幼
く
見
ら

れ
る
。
英
国
伝
統
の
パ
ブ
で

も
入
店
の
際
に
度
々
年
齢
の

一
四
〇
〇
枚
の
出
会い

国
文
学
科
一
年　

日

野

志

保

確
認
を
さ
れ
た
。

　

英
国
の
夏
は
、
肌
寒
く
、

天
候
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

す
る
。街
を
歩
い
て
い
る
と
、

私
た
ち
は
長
袖
な
の
に
周
囲

は
薄
着
の
人
た
ち
ば
か
り
。

少
々
の
雨
で
は
傘
を
差
さ
な

い
。
季
節
感
・
天
候
感
の
違

い
に
驚
い
た
。

　

初
め
て
の
海
外
、
英
国
で

の
生
活
。
世
界
の
様
々
な
人

種
や
文
化
の
違
い
に
触
れ

た
。
英
語
を
駆
使
し
な
が
ら

の
人
的
交
流
で
は
、
自
分
の

こ
れ
ま
で
の
価
値
観
や
も
の

の
考
え
方
に
大
き
な
変
化
が

生
ま
れ
た
。
今
回
学
ん
だ
こ

と
を
今
後
の
大
学
生
活
に
活

か
し
て
い
き
た
い
。

　

八
月
七
日
〜
八
月
二
十
六
日
に
か
け
て
、
第
四
回
英
国
短
期
語
学
研
修
が
実
施
さ
れ
、

学
生
十
一
名（
文
学
部
四
名
、
教
育
学
部
七
名
）が
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
ク
レ
ア
カ
レ
ッ
ジ

で
学
ん
だ
。
引
率
者
と
し
て
、豊
住
誠
文
学
部
教
授
と
玉
田
功
総
務
課
主
任
が
同
行
し
た
。

10月
 3●日   あのつアカデミー 津市橋北公民館
  倭姫命と安濃・一志郡について

◆◆岡田登 国史学科教授
 7●木   教育学会講演会 伊勢学舎
  学生からオリンピック出場、そして夢の

メダリスト誕生◆◆信州大学教授　結城匡啓氏
 9●土   月例文化講座 伊勢学舎
  江戸幕府と遷宮◆◆上野秀治 国史学科教授
 16●土   月例文化講座 名張学舎
  スクールソーシャルワークの可能性　福祉と

教育の協働　◆◆上野文枝 社会福祉学科助教
 21●木   名張の地域文化を語る会 まちなか研究室事務室（名張学舎）
  土と名張文化　地球環境の視点から　

◆◆外山秀一 コミュニケーション学科教授
 23●土   史料編纂所冬セミナー① 伊勢学舎
  近代文書を読む◆◆田浦雅徳 国史学科教授
  　土   週末あそび塾 名張学舎
  皇名祭特別企画「紙飛行機を作って飛ばそう!」

◆◆池田高志氏
 24●日   　 伊勢学舎
  第11回高校生英語スピーチコンテスト
  　日   週末あそび塾 名張学舎
  皇名祭特別企画「いろいろ作ろう会」

◆◆叶俊文 社会福祉学科教授
 27●水   ちょっとちょっと講義 まちなか研究室事務室（名張学舎）
  65歳からのセカンドステージ　体育学・心理

学からのアドバイス　◆◆叶俊文 社会福祉学科教授

 29●金～31●日
    博物館学芸員課程「卒業展示」 伊勢学舎
  「伊勢音頭」・「御食つ国の海女おとめ」
  　金   館史編纂室資料展 伊勢学舎
  神宮皇學館大學 昭和15～21年
 30●土   神道博物館教養講座 伊勢学舎
  白山の自然と信仰◆◆白山比咩神社宮司　村山和臣氏11月
 6●土   週末あそび塾 名張学舎
  あそびの丘◆◆叶俊文 社会福祉学科教授
 13●土   月例文化講座 伊勢学舎
  神苑会の活動と明治の宇治山田

◆◆谷口裕信 国史学科講師
 18●木   史學會講演会 伊勢学舎
  伊藤若冲との出会い◆◆ジョー・D・プライス氏
  　木   名張の地域文化を語る会 まちなか研究室事務室（名張学舎）
  五行思想と日本文化◆◆野村茂夫 本学名誉教授
 20●土   史料編纂所冬セミナー② 伊勢学舎
  近代文書を読む◆◆田浦雅徳 国史学科教授
  　土   月例文化講座 名張学舎
  開かれた時代の福祉を拓いた志

◆◆吉田明弘 社会福祉学科准教授
  　土   週末あそび塾 名張学舎
  いも煮と讃岐うどん作り◆◆叶俊文 社会福祉学科教授
 24●水   ちょっとちょっと講義 まちなか研究室事務室（名張学舎）
  私の岡倉天心紀行：五浦、妙高赤倉、ボストン

　『茶の本』をめぐって　◆◆池田久代 社会福祉学科教授
 27●土   神道博物館教養講座 伊勢学舎
  宗像大社の歴史と信仰◆◆宗像大社禰宜　葦津幹之氏
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